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●手取り年収で見る住宅購入可能なボーダーエリア※ 

一般的な勤労者に多い手取り年収（800万円・650万円・500万円）を想定した路線図を見てみると、首都圏と同じく

手取り年収が下がるにつれて大阪市や京都市の中心部、阪神エリアを起点にボーダーエリアが郊外にシフトする

動きが認められる一方で、異なる傾向も多く見られる。新築マンションに関しては、手取り年収が 800 万円であって

も大阪市内の大阪メトロ御堂筋線沿線や京都市内の四条エリア、神戸市内の三宮エリアで購入が難しい状況とな

っており、現状では北摂エリアや阪神エリアなどの人気駅に位置する新築マンションにようやく手が届く所得水準

である。手取り年収が 650 万円や 500 万円にもなると近郊～郊外エリアへ目を向けざるを得なくなり、その対象駅

も減少傾向にある。築 10年中古マンションや新築一戸建て住宅においても手取り年収による購入可能なボーダー

エリアの郊外シフトは生じているものの、手取り年収 500 万円でも大阪・神戸・京都といった主要都市にアクセスし

やすい場所において住宅購入可能な駅は思いのほか多く、エリアや住宅タイプの選択肢においては依然としてあ

る程度の余地を残していると言える。 

掲出した 3 つの路線図からは沿線や立地による人気の違いを窺い知ることもできる。例えば手取り年収 650 万円

の場合、阪神本線では特急停車駅の「甲子園」や「魚崎」でも新築マンションが購入可能となっているのに対して、

阪急神戸線沿線では概ね普通列車のみの停車駅で築 10 年中古マンションや新築一戸建て住宅に限り購入可能

となっており、阪急・JR・阪神沿線の違いが各所得水準による住宅購入の可否にもはっきりと表れている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

東京カンテイ、一般的な勤労者の手取り年収で住宅ローンを組んだ場合の返済月額を試算 

手取り年収の低下でボーダーエリアは大阪・京都などを起点に郊外へ 

阪神エリアでは阪急・JR・阪神沿線の違いが各所得水準による住宅購入の可否にも表出 

※住宅ローンの条件は、①頭金 2 割で残り 8 割をローンで資金調達、②元利均等返済、③借入期間 35 年、④現行の平均的な変動金利 1.20％として試算 
※返済比率は 25％とした上で返済月額上限を算出、「返済月額上限の金額±1 万円の範囲」に収まる駅を掲出することで住宅購入可能なボーダーエリアを特定 
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ここでは、それぞれの手取り年収において新築マンションが購入可能なボーダーエリアに位置する主要駅を中心

に住宅を購入する際に必要な返済月額を一覧として掲出している。例えば、【ケース①】手取り年収 800 万円の表

中にあるJR京都線「吹田」を見てみると、新築マンション価格（70㎡換算）は 6,928万円、定義通りの条件で住宅ロ

ーンを組んだ際に想定される返済月額は 161,661 円で、返済月額上限を下回っている。適用金利が 2.00％まで引

き上がった場合には返済月額が 183,585 円まで増加し、購入可能なボーダーに想定した範囲を上抜けるので購入

困難となっている。また、表中には参考までに「購入可能」の定義では購入困難な駅もいくつか取り上げている。例

えば、【ケース①】手取り年収 800 万円の JR 神戸線「甲子園口」や「垂水」、阪急神戸線「六甲」などがそれらに該

当し、適用金利が 1.20％で既に返済月額上限の約 16.6 万円を上回っている様子が確認できる。ただし、これらの

駅においては借入期間を「40 年」に延ばすことで購入可能の判定となっている。支払能力の範囲内で居住先や住

宅タイプを拘りたい購入者にとって、借入期間の長期化はやはり一考に値する選択肢の一つであることが窺える。 

【ケース①】手取り年収800万円の一覧にはブランドエリアに位置していたり各都市の中心部までアクセスしやすい

駅がピックアップされている。新築一戸建て住宅に関してはほとんどの条件で購入可能の判定が示されており、こ

の所得水準であれば無理なく購入できるエリアであると言えよう。ただ、表中の駅において利便性と人気が際立っ

て高い阪急神戸線「西宮北口」に限っては新築一戸建て住宅の価格も新築マンション並みの高水準となっている。

当該駅の周辺には「西宮七園」の一つで 100 年の歴史を持つ高級住宅地の甲風園を中心に一戸建て主体の住宅

地が広がっているわけだが、同様の特徴は首都圏でも確認されている。【ケース②】手取り年収 650 万円の一覧に

は郊外の中核都市に位置する駅や各路線の始発駅などが並んでいる。駅前から良質な住宅地が広がる阪急京

都線「桂」や阪神本線「甲子園」では新築マンションが徒歩 10 分以遠に立地していることもあり、新築一戸建て住

宅の価格水準と大差ない。なお、他の駅においては新築マンションに拘らなければ手取り年収 500 万円の世帯で

あっても住宅購入が十分視野に入ってくる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●主要駅における住宅ローン返済月額シミュレーション 
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